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審査論文の題目：  
  Rate of progression of Alzheimer’s disease in younger versus older patients: A longitudinal 
single photon emission computed tomography study  
    (若年アルツハイマー病と老年アルツハイマー病の進行速度の比較 縦断的 SPECT 研究) 
著 者：Minoru Sakai, Haruo Hanyu, Kazumasa Kume, Tomohiko Sato, Kentaro Hirao, Hidekazu Kenetaka, 
Shine Abe, Kiyoshi Kanaya, Hirofumi Sakurai, Toshihiko Iwamoto 
掲載誌：Geriatrics & Gerontology International 13: 555-562 (2013)
論文要旨： 
本研究は、アルツハイマー病（AD）患者 75 例（男性 27 例、女性 48 例、年齢 59-85 歳、平均年齢 76.3
±6.0 歳）を対象として、75 歳未満の若年者 AD（32 例）と 75 歳以上の老年者 AD にわけ、MMSE と脳血
流 SPECT の変化を解析した研究である。年間あたりの MMSE 低下は若年者 AD が-1.9±1.0 であったのに
対して老年者 AD では-1.1±0.8 と緩やかであった(p<0.001)。SPECT 若年者 AD の方が頭頂側頭葉の広範
な血流低下を認め、時間経過でも老年者 AD に比べ後頭葉を含め広範囲に血流低下を認めた。以上から、
AD の認知機能障害及び脳血流低下の進行は高齢者の方が緩慢であると結論した。 
審査過程： 
１．脳血流低下のメカニズムに関する質問に対して、適切な回答があった。 
２．先行文献との違いに関する質問に対して、適切な回答があった。 
３．対象患者の選択に関する質問に対して、適切な回答があった 
４．統計処理の問題に対する質問に対して、適切な回答があった。 
５．アルツハイマー病以外の疾患の合併に関する質問に対して、適切な回答があった。 
６．アルツハイマー病のリスクファクターとしての ApoE4 に関する質問に対して、適切な回答があった。
７．本研究の結果からもたらされるアルツハイマー病診療への貢献に関する質問に対して、適切な回答
がった。 
価値判定： 
本研究は、過去に相反する報告があった AD の進行に対する年齢の影響に関して、MMSE と脳血流 SPECT
統計画像を用いて、若年者 AD の進行の方が早いということを結論づけ、AD の臨床に重要な情報を示し
た論文であり、学位論文としての価値を認める。 
